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black actors to perform black characters. Starting his career as a lawyer, he soon
turned to the theater world for more chance; in 1943, he became the first black
man to impersonate Othello in the white Broadway production. By playing Jim and
Othello against white actresses, Robeson received love of white women, which
marked the turning point in the black theater history. Furthermore, he became a
political activist in the 1950s struggling for the repeal of Jim Crow laws. Robeson's
career embodies the rise of black race that started from the Harlem Renaissance
to culminate in the 1960s; or, in other words, a transi-tion of 'Othello' to `American
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gives us a clue for third Othello. It is apparent that All God's Chillun Got Wings is
modeled after the playwright's own parents, James O'Neill and Ella. Though there
was no racial discrepancy between these two, James suffered a strong sense of
class inferiority against his well-bred wife, always reciting the lines which Othello



justifies his marriage with Des-demona. According to O'Neill's autobiographical
masterpiece, Long Day's journey into Night (written 1941, staged 1956), James
often boasted of his playing Othello against Edwin Booth in 1874; yet James fell
from a talented classic actor into a cheap melo-drama star blinded by greed. When
melodrama lost popularity at the turn of the century, James was also forgotten from
the public. And it was James' son, Eugene O'Neill, that opened the curtain for the
age of American modern drama in the 1910s. The transition of American theater
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James, a son of Othello in America, was killed by his own son, Eugene. Other
interpretation is also possible.. All God's Chillun Got Wings is a biography of the
author's father. The modern criticism since the 1970s has disclosed the discursive
nature of a biography and reduced it as a `narrative,' not Truth. A life story told in a
biography becomes a new life fabricated by way of one biographer. Thus it is
possible to assume that Eugene O'Neill `killed' his father by getting a start on the
American modern drama; but the son also `revived' his father through the act of
writing the biographical play.
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オセ ロの息子たち

オニール 『すべて神の子には翼がある』再考

常 山 菜 穂 子

 ア メ リカは1924年 初 めの こ と，Eugene O'Neill(1888-1953)が 新 作劇

All God's Chillun Got Wings(『 す べ て神の子 には翼 があ る』，1923年 執

筆)1の 台 本 を出版 し， これ がProvincetown Playhouseに よ って上 演 さ

れ るこ とが報道 され るや， それ は数 ヶ月 に もお よぶ大 論争へ と発展 した。

白人 と黒人 両方か ら激 しい批判 の声が あが り，作者 の息子 を誘 拐す る とか

劇場 を爆破 す るなど とい う内容 の脅迫状 までKKKか ら送 りつ け られ た。

挙 げ句 の果 て に， 同年5月 の 開幕 わず か数時間前 にな って， ニ ュー ヨーク

市 当局 は子役 を使 うには許可 が必要 と申 し立て て妨 害 に出る。結局初 日は，

多 くの 子役 が 登 場 す る 第 一 幕 を朗 読 で 済 ませ る異 常 事 態 と なった。

(Sheaffer.4rtist 134-43)問 題 とな ったのは，黒人 男性 と白人女 性の異 人

種 間結婚 とい う物語 設定で あ る。批判 の矢面 に立 た され た作 者 は，人種 で

はな く普遍 的な人 間性 の探 求 こそが主眼 だ と弁明 して いる。

  What is the theatre for if not to show man's struggle， whether he

  is black， green， orange or white， to conquer life；his effort to give

  it meaning?(”0'Neill Defends His Play of Negro”47)

確 か に人 間関係 の対立 ，夫婦 間の断絶，近代 人 を悩 ます帰属感 の欠如 な ど，

オニール が生涯 をか けて追 い続 けた主題 が ここに も見 受 け られ る。 しか し

『すべ て神 の子』 にお いて はこ う した葛藤 の原 因 は人種 対立 にあ り，作 者

の意図 にかかわ ちず，1920年 代 の黒 人 をめ ぐる事情 を考 慮 しない訳 にはい

くまい。2
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 『すべて神の子』は明 らかにShakespeareの 悲劇Othelloを 反復す る。3

ヴェニスにおいてオセロがDesdemonaと 結婚するように，黒人男性Jim

Harrisが 白人女性Ella Downeyと 結婚す る物語 はさなが らアメ リカ版

『オセロ』である。その上，異人種 間結婚の枠組みから物語の外部へ と目

を転 じるならば，『すべて神の子』にはさらに二人の 「オセロ」が機能 し

ていることが分かる。上演前の騒動 に比 して，『すべ て神の子』の公演 そ

の ものはあまり盛 り上が らず劇評 もふるわずに終わった。後世の評価 も今

の ところ，設定の衝撃度や 自伝的要素，表現主義的手法などにばか り話題

が集中している感がある。す ぐ後に中期の代表作Desire Under the Elrns

(1924年 執筆，初演)が 控 えているため，伝記で も扱いが少ない。 しか し

なが らシェイクスピアのオセロという視点を導入すると，そこにこの作品

を再評価する糸 口が生 じるのではないか。本稿では，オニールの 『すべて

神の子』を黒人史 と黒人をめ ぐる演劇史の文脈に新たに位置づ けることに

よって，「オセロの息子たち」 とも呼ぶべ きアメ リカにおけるシェイクス

ピアの発展型を見いだす。

1.

 上 演 をめ ぐる騒動 の第一 の原因 は， 当然の こ となが らその主題 にあ った。

『すべ て神 の子』 はアメ リカ演 劇 史上初 め て， 実社会 におい て さえ根 強 い

タブ ー とされ ていた 白人 と黒 人の結婚 をあか らさまに舞 台 にのせ た作 品だ

か らで あ る。 これに先行 す るDion BoucicaultのOctoYOOn(1859)や ，

Edward SheldonのThe Nigger(1909)は ， 同 じ話題 を扱 ってい て もか

な り曖昧 に表 現 して い る。 そ もそ もオ ニール の劇 は 同 じ作 者 に よ るThe

Emperor/ones(1920執 筆 ，初演)と 並 び， ステ レオ タ'イブ を廃 して黒人

の 内面 を描 き出す劇作 品 として は初 の試みで もあ った。4

 オ ニール に よって近代劇 が成立す るまでの初期 アメ リカ演 劇の場 で は，

黒人 キ ャラクター は実物 とは必ず しも一致 しない理想型 で しか なかった。

まぬ けでお人好 しの田舎者Jim Crowや 都 会 の成金Zip Coon， 心 優 しい
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爺やOld Black Joeと いったステレオタイプが， ミンス トレル ・ショーの

舞台をはじめ歌やダンスを通 じて創造され，広 く深 く浸透 していたのであ

る。た とえばHarriet Beecher StoweのUncle Tom's Cabin(1852)は

キ リス ト教的人道主義の見地か ら奴隷制度 を批判 し，南北戦争 を引 き起 こ

した書 として有名である。 しかし実際の筆致は白人優位主義に満 ちてお り，

主人公アンクル ・トムの名は白人 に従順な同化主義者の蔑称 として定着 し

ていった。1990年 代に特 に盛んになったミンス トレル ・ショーに関す る研

究によれば，5こ れ らの黒人像はすべて白人の想像力によって作 り出され

たファンタジーに過 ぎない。それはこの演劇形態が南部ではな く，実際の

黒人に接す る機会さえ稀だった南北戦争前の北部で生 まれた事実か らも確

認できよう。 しか も，初期の ミンス トレル ・ショーでは，白人役者が 「ブ

ラックフェイス」の黒塗 り化粧 をして，捏造された黒人キャラクターを演

じていた。白人観客は，舞台上で白人役者が演 じる空想の黒人像 を現実の

黒人とす り替 えることで，奴隷制に対する不安を忘れ，他者への恐怖 と嫌

悪 を癒すことができたのだった。南北戦争が終わ り黒人役者 もミンス トレ

ル ・ショーの舞台に進出 して くると，彼 らは黒い肌にさらなる黒塗 り化粧

をして白人観客の求める黒人キ・ヤラクターを積極的に演 じ，大人気 を博 し

た。か くして黒人のステレオタイプは20世 紀へ と継承 されていく。

 『すべて神の子』が世 に出た1920年 代 は，黒人史の中で も転換期 とされ

る時代である。南北戦争終結後，黒人を取 り巻 く状況は好転するどころか

悪化の一途を辿 り，世紀末 には南部 を中心に リンチが横行 し，第一次大戦

後にはアングロ ・サクソン文化を擁護する愛国主義の再燃 と共 にKKKが

復活 した。この時期のKKKは 活動範囲の面で も構成人員の面で も類 を見

ないほど大規模で，非道徳的な白人や非プロテスタン ト，ユダヤ人，移民

らと並んで黒人は激 しい攻撃の危機にさらされた。

 その反面1920年 代 はハーレム ・ルネッサンスの時代でもある。黒人層の

意識改革 と教育の普及，人 口の都市集 中といった要因が契機 となって，

ニューヨークを中心に黒人文化の興隆が起 こったのである。黒人による演
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劇 活 動 は特 に活 発化 した。(Londre&Watermeier 312-17)黒 人 出演者

だ けに よる ミュー ジカルShuffle.410ng(1921)の 大 ヒッ トを皮切 りに，

ジャズ とブル ース を取 り入 れ た作 品 が次 々 と上 演 され，1924年 に はCol-

ored Actors Unionが 結 成 を み る。1910年 代 か ら20年 代 に はGeorgia

Douglas Johnson， Mary P. Burrill， Zora Neale Hurstonな どの女 性作

家が リンチ反対 と民族確立 を訴 え る台詞劇 を発表 して，黒人 に よる小劇場

運動 を展開 した。 ア フ リカ文化へ の関心の高 ま りは原始賛 美 と原始 回帰 を

促 し， 白人側の モ ダニ ズム運動 に も大 きな影響 を与 え る。 この時期 オニ ー

ル もThe Dreamy Kid(1918年 執 筆，1919年 初 演)， 『皇帝 ジ ョー ンズ』，

The Haiyy Ape(1921年 執 筆 ，1922年 初 演)， 『すべ て神 の子』 な ど黒 人 を

主人公 と した作 品 を次 々 と発表 し， その原始性 と心理変化 の描写 に成功 し

て いる。

 しか しなが ら 『すべ て神 の子』 に対 す る反発 は， 白人側 のみ な らず黒人

側か らも噴 出 した。劇 中で ジムの姉Hattieが “Oh， you soft， weak-

minded fool， you traitor to your race!”(2：309)と な じるように， ジム

は白人 の価値観 に迎 合す る黒 人 と映 ったか らであ る。 ジムの同化主義 的な

姿勢 はシ ェイクス ピアの オセ ロ と重 な る。二人 と も臼人社会 にあって主流

か らはずれた周縁 に位 置 し，虐 げ られた存在 であ る。 ヴ ェニス ではオセ ロ

は “an old black ram”(1。1.88)， “the devil”(1.1.91)， “a Barbary

horse”(1.1.111-12)， “a Iascivious Moor”(1.1.126)で あ り， アメ リ

カの黒人 が世紀末 か ら1920年 代 にか けて いまだ隷属 的 な境遇 に置 かれて い

た こ とは前 に述べ た通 りであ る。

 その一 方で二人 とも黒人 と しての 自己確 立 を求 め るこ とな く， 白人社 会

か らの認 知 を望む。 オセ ロは武勲 をたてて キ リス ト教 を擁i護す るこ とで，

ヴ ェニ ス社 会 に受 け入れ られ よう とす る。 た とえば キプ ロス島へ の遠征 に

新妻 を連 れて行 く理 由 を，“Vouch with me， heaven， I therefore beg it

not/To please the palate of my appetite”(1.3.261-62)と 言 い訳 して，

キ リス ト教 的 な家庭観 を擁護 し，夜 中 に喧嘩騒 ぎを起 こ した部下 た ち を
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”Are we turn'd Turks
， and to ourselves do that/Which heaven hath

forbid the Ottomites?/For Christian shame， put by this barbarous

brawl。 ”(2.3.170-72)と 叱 る。 あ るい は妻 の不貞 を信 じ込み， “[Her]

name， that was as fresh/As Dian's visage， is now begrim'd and black/

As mine own face.”(3.3.386-88)と 嘆 くの も， これ は黒色 を視 覚的 に も

道徳 的 に も不 浄の もの とみ なす白人の価値観 をその まま踏襲 して いるか ら

で ある。

 同 様 に 『すべ て神 の子』 の主 人公 ジム も，黒人 であ りなが ら白人の価値

観 を抱 いてい る。子供 の頃 は肌 の色 を自 くす るため に白墨 を飲 み，大 人 に

な ってか らは学歴 を積 み司法 試験 に何度 も挑戦す る。 ジムに とって試験 に

「合格 」す る こ とは，す なわ ち白人 と して 「通用」 す るこ とと同義 だか ら

だ。彼 の努 力 はすべ て 白人女性 エ ラに認 め られ たい が ためで あ る。 “1've

got to prove I canbe all to her!1've got to prove worthyiI've got to

prove she can be proud of me!1've got to prove I'm the whitest of the

white!”(2：309)と ジ ムが訴 える ように，黒人 が 白人社会 と白人女 性 に

認 め られ るため には， 「白人以上 に 臼い」存在 で あ るこ とを証 明 してみせ

なければな らないので あ る。劇 中幾度 も繰 り返 され る “the whitest of the

white” な る言 い回 しは， オセ ロが “lf virtue no delighted beauty lack，/

Your son-in-law is far more fair than black.”(1.3.289-90)と 称 され る

こ とを連 想 させ る。 しか も二人 とも白人女性 と結婚 す る。 ポス ト・コロニ

ア リズムの批評 家Frantz Fanonに よれば，黒 人男性 に とって 臼人女性 と

結 婚 す る こ とは 自 らの 「自人 と して」の価 値 を確 認 す るこ とで あ り，

“white culture
， white beauty， white whiteness”(63)と 同 化す る究極 の

か たちで あった。

 こ の ような 白人 と して 「通 用」す ることを希求 す る黒 人の姿 は， 長い奴

隷制 度の歴史 の中で培 われて きたステ レオ タイプ にほかな らな い。一幕 の

終 わ りで ジム はエ ラ と結婚 す るにあた り，文字通 り白人妻 の 「奴隷」 とな

るこ とを誓 う。
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”Idon't ask you to love me
... I don't want nothing-only to wait...

to serve you...to preserve and protect and shield you from evil and

sorrow...to become your slave!Yes， be your slave-your black

slave that adores you as sacred!(He has sunk to his knees. In a

frenzy of selfabnegation， as he says the last words he beats his head

on the flagstones.)(2：294， 下 線 引 用 者)

2，

 とこ ろが，デ ズデモーナ がオセ ロ と結婚 して感 じた よ うな幸福感 を， エ

ラはジム との関係 に見 いだ す ことがで きない。エ ラは黒人 と結婚 した こと

で，夫 に対 す る優越感 と白人仲 間 に対 す る劣等感 に苛 まれ る。二人 は結婚

して か ら一度 も性生 活が ないが， これは黒 人 との結婚 に よってみず か らの

白さ も汚れ る とエ ラが危惧 す るため であ る。 ジムの姉 は弟 に “Today she

raved on about`Black!Black!'and cried because she said her skin was

turning black-that you had poisoned her一 ”(2：308)と 訴 え る。 前掲

ファノ ンの説 は黒 人 は白人 と結婚す るこ とで 白人 と同化 す るこ とを願 った

とす るが， うらを返 せ ば白人 は黒人 との結婚 に よって黒 く染 まるこ とを恐

れ たので ある。 エ ラの人種観 には限界が ある。結 婚す るほ どジム を愛 して

いなが ら黒 い夫 を恥 じず にはい られず， ジムが 司法 試験 に合格す ることを

願 いつつ も黒人 が弁護士 にな るこ とは許 せ ないので ある。 白人 としての 自

我 と夫へ の愛情 に引 き裂 かれて，エ ラは次第 に狂気 へ と陥って い く。

 す るとジム は司法 試験 を断念 して しまう。 そ して 白人妻 の優越感 を満 た

す ために，黒人爺 やの ステ レオ タイプ で あるオール ド・ブ ラ ック ・ジ ョー

や ア ンクル ・トムの ご とき “old kind Uncle Jim”(2：315)の 役 柄 を，生

涯演 じ続 ける決心 をす るのだ った。

  ELLA. Sometimes you must be my old kind Uncle Jim who's been

    with us for years and years. Will you， Jim?

  JIM.(with utter resignation)Yes， Honey.(2：315)
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黒 人 側 は この物語 の終 わ り方に納得 しなか った。 エ ラの奴隷 となって生 き

るジムの “afrenzy of self-abnegation”(2：294)や “utter resignation”

(2：315)に 満 ちた 自己犠 牲 は，黒 人種 全体 の劣 等性 を肯定 しか ね ないか

らで ある。裕福 な家庭 出身 の教 養 あ る黒 人男性 が，私 生児 を生 み死 なせ た

ようなプ ア ・ホワイ トの女性 にか しず くとは，黒 人 に とって到底許せ る も

ので はない と，初演 にあた りシカ ゴの黒 人新 聞Defender紙 は指摘 して い

る。(Sheaffer、4rtist 138)で は ジム はエ ラに負 けたの か?白 人妻 の も と

に とどま り一生 を捧 げ る黒人 の夫 は，本 当に黒人 の人種 としての敗北 を示

すの か?

 注 目すべ きは，黒 人男性 が白人女性 の愛情 を得 て夫婦関係 を持 続 させ る

結末 であ る。 ジムは “Honey， Honey，1'll play right up to the gates of

Heaven with you!”(2：315)と 叫 び， エ ラを愛 し守 り続 け る夫 として生

きるこ とを誓 う。 ここで アメ リカ におけ る黒人史 を思 い起 こすな らば， ジ

ム はむ しろ勝 利 を収 め た側 だ と解釈す るこ ともで きるだ ろ う。南部プ ラ ン

テー シ ョンの時代 か ら白人側 に は，黒 人男性 は常に 白人女性 を強姦 しよう

と狙 って い るとの根 強 い脅迫観 念 が あった。6特 に世紀 末 に な る とヴ ィク

トリア時代 の価値観 にの っ とって， 白人女性 はその階級 にかか わ らず，す

べて純潔 で貞淑 な崇拝 の対象 と して崇 めた て奉 られて い く。 白人女性 は 白

人男性 の優越i生 の象徴 とな り， 白人種 全体 の崇 高 さの象徴 となったので あ

る。逆 に言 い返せ ば， 白人 男性 たちは 白人女性 に黒人男性 の恐 ろ しさを刷

り込む こ とに よって彼 女 らを所 有物化 し，同人種 内部の性別 による差 異 を

確 立 した と もみ なせ よう。 したが って，黒 人男性 が 白人女性 に近づ く行為

は， 白人女 性個人 の人権 が侵 害 され る犯 罪 なので はな く， 白人男性 の名誉

が犯 され るこ とを意 味 した。 白人女性 を奪 われ るこ とは財産 を奪 われ るこ

とで あ り， 白人男性 を頂点 とす る肌 の色 と性差 に基 づ くヒエ ラル キーが崩

壊 す る危機 を招 くので ある。

 確 かに一見 した ところ 『すべて神 の子』の結末 は黒人種 の敗北 に見 える。

しか しジム は 「ア ンクル ・ジム」 の仮 面 をかぶ るこ とに よって，歴 史の 中
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で 黒 人男性 が決 して得 るこ とので きなか った もの，す なわち 白人女性 の愛

情 を手 に入れ るこ とに成功 す る。

  ELLA. And you'll never， never， never， never leave me， Jim?

  JIM. Never， Honey.

  ELLA.'Cause you're all I've got in the world-and I love you， Jim.

    (She kisses his hand as a child might， tenderly and gratefully.)

    (2：315， 下 線 引用者)

ジ ムが勝 ち得 たエ ラの キスは， 白人社会 の秩序， ひ いては1920年 代 アメ リ

カの権 力構 造 その ものの転覆 を意味 す る。 シェイ クス ピアのオセ ロは 白人

社 会 の 中で劣等感 に押 しつ ぶ され，Iagoの 諌 言 を鵜 呑 み に して 自滅 して

い く。 しか しジムは，Henry Louis Gates， Jr.が 体 系化 した “signifyin(g)

monkey” の モチー フの ように， あえて 白人の望 む被 虐的 な仮 面 をかぶ る

こ とに よって，逆 にその裏 をか く。表面上 のス キ ャンダル では隠 されて し

まってい た が，オ ニール が描 き出す 「アメ リカ のオ セ ロ」像 は，ハ ー レ

ム ・ル ネ ッサ ンスか ら始 ま りや がて60年 代 へ とつ なが るアメ リカ におけ る

黒 人の 台頭 を示唆す るので あ る。

3.

 エラがジムにキスする場面は二重の問題 をはらんでいた。物語の レベル

で考 えれば，白人女性が黒人男性 を愛す ることは白人側 にとっては許 し難

く，民族の誇 りを捨てて白人妻につ き従 う黒人の夫は黒人側にとっては裏

切 り者でしかなかった。さらに1924年 ブロー ドウェイにおける実際の上演

にかんがみれば，当時の慣習に反 してジム役 に黒人俳優が採用 されたため

に，必然的に舞台上で白人女優が黒人俳優の手にキスをする事態 となった

のである。

 まず18世 紀 に始 まり19世紀に花開いたアメ リカ演劇 においては，黒人の

役 を黒塗 り化粧 をした白人俳優が演 じる 「ブ ラックフェイス」の伝統が

あ った。 箭 に述べ た ように19世 紀 の ミンス トレル ・シ ョー の舞台で は黒 人
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にも活躍の場が与えられていた。白人観客の求める戯 画 化された役柄で

はあったが，白人移民労働者の急増によ り黒人に与え ちれる仕事が少 な

かった時代 に，舞台の仕事 は社会的地位 と経済 的自立 をもたらす大 きな

チャンスだったのだ。 しか しそれ も， ミンス トレル ・ショーや クーン ・

ショー ・ボー ドヴィル，コメデ ィなど大衆芸能の分野だけでの話である。

シェイクスピアなどの台詞劇が上演 される白人支配人の劇場 は依然門戸を

閉ざしたままで，20世 紀に入ってからも黒人俳優がそうした劇場の舞台に

あが ることは非常に稀だった。 したがってオニール も1918年 にThe Moon

Of the Cayibbees(1916-17執 筆)を 上演 した段階では，黒人役にブラック

フェイスの白人 を使 っている。初めて黒人俳優 を起用 したのは翌年，黒人

ギャング とその母 を描写 した一幕劇 『夢見 る子供』初演においてであった。

(Gelb 339-40)

 『す べ て神 の 子』の1924年 公 演 で起 用 され たの は，後 の名 優Paul

Robeson(1898-1976)で ある。 もともとロブソンは弁護士志望で，ラ ト

ガーズ大学 とコロンビア大学ロースクールを優等で卒業 し司法試験に も合

格 している。 この経歴はそのままジムの役柄に流 し込 まれている。 しか し

ロブソンは当時の法曹界の人種差別に限界を感 じて役者 に身を転 じた。は

じめ1920年 代には 『シャッフル ・アロング』や 『皇帝 ジョーンズ』 に出演

し，1930年 ロン ドンでは，1865年 のIra Aldridge以 来65年 ぶ りに黒 人 と

してオセロ役を演 じた。のち1930年 代 には映画に も出演 し，ついに1943年

には黒人俳優 として初めて，白人製作 によるブ ロー ドウェイ ・プ ロダク

ションでオセロ役 を演 じるにいたる。その後ロブソンは左翼系黒人解放運

動家へ と転身する。 さらに1950年 代の赤狩 りの際にはCIAの ブラック リ

ス トにも載った りパスポー ト没収の憂 き目にも遭いなが らも，ジム ・クロ

ウ法の撤廃 と黒人の自立を目指 して精力的に政治活動 を続 けるのである。

 シェイクスピアのオセロを思わせ る同化主義か ら出発 したロブソンは，

19世紀の黒人芸人のように演劇界に出世の機会 を見いだ した。自人スポン

サーであるオニールの力を借 りて正規の劇場の舞台へ と進出 し，ついには
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シェイクスピア劇において長い間白人に占有 されてきた黒人の主役 を奪還

す るにいたる。ロブソンが白人女優 を相手にジム役やオセロ役を演 じるこ

とによってエラのキスやデズデモーナの愛情 を受けたことは，黒人演劇史

上画期的な瞬間である。 しか もそれにとどまらず，やがては黒人全体の人

権のために政治へ と働 きかけるまでになった。こうしたロブソンの経歴に，

オセロか ら 「アメ リカのオセロ」へ と移行する，アメリカにおける黒人の

歴史が凝縮 されているのである。

4，

 『す べ て神 の子』 に さ らに作者 の 自伝 的背 景 を読 み込 む な らば， もうひ

とつのオ セロ像 が浮か び上 が る。物 語の主人公 た ちは， その名前 に も明 ら

か な よ うに，オ ニ ール の 両親James(1846-1920)とElla(1857-1922)

を念 頭 に置 いてい る。 アイル ラ ン ド系の二人 にオセ ロ とデズデ モーナの関

係 にあ る人種：の違 いはなか ったが，階級の差 は歴 然 として いた。 両親 につ

いて は，オ ニール に4度 目の ピュ』一 リッツ ァ賞 を もた ら した 自伝 劇Long

Days/ouyney into Night(1941年 執 筆，1956年 初 演)か ら窺 い知 るこ と

が で きる。 この作 品 は1920年 代 に相 次 いで他 界 した両親 と兄Jamieと の

葛 藤 に満 ち た 日々 を回想 した四幕 物で あ り，父 はJames Tyrone， 母 は

Mary Tyroneの 名 にお いて登場 す る。

 オ ニール の母 エ ラは， 中産家庭 に生 まれ育 ち女 子校 に学んだ カ トリック

教徒 で言 わ ば裕 福 な 階級 の出 身だ ったが，1877年 に20歳 の 若 さで 旅役 者

だ った ジェイムズの妻 とな る。 ジ ェイムズの舞 台姿 に惚 れ込む様子 はオセ

ロの語 り口に魅 了 され るデズデ モーナ を思 わせ る。 しか しエ ラは中産 階級

か らは見 放 され，そ うか と言 って夫 の芸人仲 間 には馴染 めず，巡業 先の ホ

テル を転 々 とす る 日々に安 定 した家庭 を築 くこ と もで きない。帰属 感 を

失 ったエ ラはや がて麻薬 に溺れ て廃 人 となって しま う。 『夜へ の長 い旅路 』

で， エ ラをモデル とす るメア リーは，“It was never a home. You've

always preferred the Club or a barroom. And for me it's always been as
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10nely as a dirty room in a one-night stand hotel. In a real home one is

never lonely.”(3：756)と 夫 にこぼ してい る。

 夫 ジェイムズ は妻 に対 して劣等 感 を抱 いてお り， オセ ロが デズデモ 「ナ

との結婚 を正 当化す る台詞(“The most potent， grave and reverent

signiors_” ：1.3.76-93)を しば しば 口に して い た とい う。(Sheaffer

118-19，Berlin 47)『 すべ て神 の子』 のエ ラが黒 人 と結 婚 しなが ら も白人

の意識 をいつ まで も捨 て られ ないの と同様 に，母エ ラ も役 者 と結婚 して，

出身階級 か ら仲間 はずれ にされた こ とを悲 しみ なが ら，夫の属 す る芸能界

に も馴染 めない。 ジ ェイム ズは極 貧の アイル ラン ド移 民の母子 家庭 に生 ま

れ たため家族の なんた るか を知 らず に育 ち， また幼 い頃か ら過酷 な労働 に

従 事 して来 たため吝 薔が身 について しまって いる。彼 は家庭 を顧 み るこ と

な く，貧 乏 を恐れ て怪 しげな土地 投機 に金 を注 ぎ込 む。育 ちがあ ま りに違

い過 ぎて結婚観 も家庭観 も合 うはずが ない， こ うした両親 の階級 に端 を発

す る葛藤 を，息子 は人種 問題へ と投射 して 『すべ て神 の子』 を創 作 したの

で ある。

 父 ジ ェイム ズ は元 は有 能な シ ェイ クス ピア役 者 だ った。 『夜へ の 長 い旅

路 』 で も部屋 には全集 が三組 も揃 ってお り， その本棚 の上 には シェイクス

ピアの 肖像 が掲 げ られて い る し(3：717)， 父 の分 身 で あ るテ ィロー ン も

無 類の シ ェイ クス ピア好 きとして登場 す る。

  TYRONE. I studied Shakespeare as you'd study the Bible.... I

    loved Shakespeare. I would have acted in any of his plays for

    nothing， for the joy of being alive in his great poetry. And I

    acted well in him. I felt inspired by him. I could have been a

    great Shakespearean actor， if I'd kept on. I know that!(3

    809)

父 の 最大 の 自慢 は，1874年 に 名優Edwin Boothを 相 手 にオセ ロ を演 じ賞

賛 され た ことだ った。劇 中でテ ィロー ンは こう述べ る。

  The first night I played Othello， he said to our manager， ”That
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  young man is playing Othello better than I ever did!”(proudly)

  That from Booth， the greatest actor of his day or any other!... As

  Ilook back on it now， that night was the high spot in my career.

  (3：809)

 と ころが1883年 にThe Count Of Monte ChristoのEdmund Dantes役

で 当た る と， ジェイム ズは金 に目が くらん でメ ロ ドラマ役 者 に落 ちぶれ て

しま う。観客 はセ ンセ ーシ ョナル なスペ クタクル を好 んだ時代 であ るか ら，

『厳 窟 王』の ような勧 善懲 悪の復 讐劇 は大 人気だ った。初演 以後30年 余 に

わたって ジェイムズ は同 じ役 を演 じなが ら全米 各地 をまわ り続 けたので あ

る。や がて19世 紀 末か ら20世 紀初 めにか け， アメ リカでは大 げさなス ター

芝居 を中心 とした商業主義演劇 が衰退 して い くと， ジェイムズ も仕事 を失

い，晩 年 はす っか り世 間か ら忘れ去 られて しまう。 テ ィロー ンはおのれの

安易 な選択 を後悔 して こ う嘆 く。

  On my solemn oath， Edmund，1'd gladly face not having an acre of

  land to call my own， nor a penny in the bank一...1'd be willing to

  have no home but the poorhouse in my old age if I could look back

  now on having been the fine artist I might have been.(3：810)

これ 以後 ，演劇 の潮流 は リア リズ ムへ と移 るが，その先鞭 を付 けたのが ほ

かで もない ジェイムズの次男 ユー ジー ン ・オニール に よる1916年 の一幕 劇

Bound East for Cardiffで あ り，後 に この息子 は 「ア メ リカ近代劇 の父 」

と称 され るにいた る。

 『夜へ の長 い旅路』 は1912年 に 設定 され て い る。 この 年 はオ ニールが 結

核 でサ ナ トリウムに入院 し， そ こで劇作 家 とな る決 心 を した記念すべ き年

で もあ り，言 うなれば アメ リカ近代劇 の始 まった年で あ る。テ ィロー ン家

の本棚 に シェイクス ピア全集 と共 にIbsenやShaw， Strindbergと い った

近代劇 の書物が並べ られ てい る様 子 は， あま りに示唆的 であ る。(3：717)

 言 わ ば ジェイムズ はオセロで ある。妻 にコ ンプ レックス を抱 き， オセ ロ

に共感 して その弁 明の 台詞 を口にす る。 才能 をす り減 らした こ とを後悔 し
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つつオセロ役の夢をひきずっている。エ ドモン ・ダンテスの人気が衰えて

時代か ら取 り残 され，オセロ役を演 じた過去の栄光にすが りつ くジェイム

ズの姿は，メロ ドラマなる演劇ジャンルそのものの衰退 を体現する。 とり

もなおさずメロ ドラマからリアリズム近代劇への移行 とい うアメ リカ演劇

史上の事象は，息子によるエデ ィプス ・コンプレックス的父親殺 しと翻訳

することができよう。

 あるいは逆の とらえ方 もまた可能であ り，かつこの二つは両立す ると

言ってよい。『すべて神の子』 と 『夜への長い旅路』の二作品は父(と 母)

の伝記である。7父 ジェイムズは前者ではジム・ハ リス，後者ではティロー

ンの名の もとに登場 している。思えば1970年 代以降，伝記 という文学形態

は 「真実」 を伝 えるとみなされた特権的地位 を剥奪されて，作家によるひ

とつの 「物語」へ と解体 された。伝記のなかで語 られるある人物の生涯は，

伝記作家の意識 を介在 して新 しく作 り出された生涯 となる。すなわち伝記

作家は伝記執筆 という行為 を通 して，対象 とする人物 を再生産するのであ

る。だ とすれば，オニールは近代劇の幕を開けることによって父 を 「殺 し

た」が，その一方で，二つの伝記劇 を書 くことによって息子は父 を 「生み

直 した」ので もあった。

1 以 下 この 作 品 を 『す べ て 神 の 子 』 と略 記 す る 。 オ ニ ー ル 作 品 か ら の 引 用 は

 す べ てO'Neill Complete Plays(New York：Library of America，

 1988)三 巻 ：本 に よ り， 括 弧 内 に 巻 号 と頁 数 を 示 す 。

2 一 連 の 騒 動 の 最 中 オ ニ ー ル は “ls7't the white race superior to the

 black?” と聞 か れ て ， “_spiritually speaking， there is no superiority

 between races， any race. We're just a little ahead mentally as a race，

 though not as individuals.” と答 え て い る 。(“O'Neill Defends His Play

 of Negro”46)ま た 初 演 の ポ ス タ ー に は ア フ リ カ の コ ン ゴ の 仮 面 が 全 面 を

 使 っ て 描 か れ お り， 人 種 の テ ー マ を 意 識 して い た こ とが 分 か る。

3 オ ニ ー ル 自身 シ ェ イ ク ス ピ ア に親 しん で お り，1920年 に は シ ェ イ ク ス ピァ

 の 偉 大 さ に 「目覚 め た 」 と告 白 し て い る 。
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    ”lt was not until I had to shift， mentally as well as physically， for

    myself， that my awakenings came， ”he said in 1920.”I was studying

    Shakespeare in classes， and this study made me afraid of him.1've

    only recently explored Shakespeare with profit and pleasure un-

    told....” (Sheaffer Playwright 114)

自伝 劇 『夜 へ の 長 い 旅 路 』 に よ れ ば ， か つ て 有 能 な 若 手 古 典 役 者 だ っ た 父

は シ ェ イ ク ス ピ ア の 台 詞 を い つ も 口 に し て お り， 家 族 で 台 詞 の 競 演 を す る

こ と も あ っ た。(3：799)ま たJohn H. Astington， Normand Berlin，

Winifred L. Frazer， Philip C. Kolinな ど， オ ニ ー ル と シ ェ イ ク ス ピ ア の 関

係 を探 る論 考 も見 受 け られ る 。

ハ ー レム ・ル ネ ッ サ ン ス 最 大 の 指 導 者W .E. B. DuBoisは 『す べ て神 の 子 』

を ， 黒 人 の あ りの ま ま の 姿 を 伝 え る作 品 と して 評 価 して い る。

   Any mention of Negro blood or Negro life in America for a century

   has been occasion for an ugly picture， a dirty illusion， a nasty

   comment or a pessimistic forecast. The result is that the Negro today

   fears any attempt of the artist to paint Negroes.... He is afraid to be

   painted as he is.... Happy is the artist that breaks through any of

   these shells， for his is the kingdorn of eternal beauty.... Eugene

   O'Neill is bursting through.(Sheaffer Artist 138)

ミ ン ス トレル ・シ ョー は19世 紀 ア メ リカ の 社 会 事 象 と人 種 問 題 ， 演 劇 文 化 を

横 断 す る現 象 と して ， 近 年 注 目 を集 め て い る。 も.っ と も早 い 研 究 の ひ とつ

がRobert Tollに よ る 分 析 で あ り，90年 代 に はEric Lott， Annemarie

Bean， Dale Cockre11， W. T. Lhamonら が そ れ ぞ れ 論 考 を発 表 して い る。

再 建 期 か ら20世 紀 初 頭 の 黒 人 差 別 と リン チ に 関 して は ，Edward L. Ayers，

Peter W. Bardaglio， Jacquelyn Dowd Hallの 論 考 を参 照 し た 。

『夜 へ の 長 い 旅 路 』 は両 親 と兄 と作 者 自 身 の 関 係 を探 る 作 品 で あ る が ， 特 に

両 親 に焦 点 が 当 て ら れ て い る。 兄 ジ ェ イ ミー の 姿 は ， 同 時 期 に 執 筆 さ れ た

Hughie(1941-42年 執 筆 ，58年 初 演)とAMoon foy the Misbegotten(1943

年 執 筆 ，1957年 初 演)で 描 か れ る。
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Synopsis

O'Neill's

 Sons of Othello: 

All God's Chillun 

   Reevaluated

Got Wings

                   Nahoko Tsuneyama 

 The publication and performance of Eugene O'Neill's new play 

All God's Chillun Got Wings (written 1923) in early 1924 aroused 

heated controversy from both the white and the black sides, due to 

its overt theme of miscegenation: a black protagonist, Jim Harris, 

marries a white woman, Ella Downey. Obviously the story reiter-

ates Shakespeare's tragedy Othello; moreover, a further analysis 

will surface two other Othellos functioning beyond the framework 

of narrative setting. Replacing this undervalued play in the context 

of the African-American history and their theatrical tradition will 

lead us find the American transfiguration of Shakespeare which 

may be called `Sons of Othello.' 

 Jim overlaps with Othello in that both black men, though 

marginalized in the white world, are so Anglophilic that they marry 

white women. While Othello hopes to gain approval in Venice 

through distinguished military service and patronage of Chris-

tianity, Jim struggles to pass the bar exam to `pass' as "the whitest 

of the white" in the American society of the 1920s. Yet unlike 

Desdemona who finds happiness in marriage with Othello, Ella is
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torn up between the white self and affection toward the black 

husband, only to go insane. Then Jim decides to feign "Uncle Jim," 

a kind old man of Southern plantation, throughout his life to satisfy 

his white wife's superiority complex. Is Jim subjugated by Ella ? 

Does the figure of a black husband dedicating himself to a white 

wife indicate a defeat of the whole black race ? 

 It is especially noteworthy that Jim maintains a marital relation-

ship with Ella. From plantation days to the early twentieth-century 

when lynching was still prevalent, the white men felt misgivings 

that the black men would steal and rape their property, the white 

women. However at the end of the play, Jim succeeds in gaining 

what the black men in history could never obtain, that is, love of a 

white woman. Like the figure of "sygnifyin (g) monkey" which 

Henry Louis Gates, Jr. develops, this American son of Othello 

outwits the white authority. 

 The second Othello is Paul Robeson, an actor who played the role 

of Jim in the original run of All God's Chillun Got Wings. Despite 

a long convention of 'Blackface,' Robeson became one of the 

earliest black actors to perform black characters. Starting his 

career as a lawyer, he soon turned to the theater world for more 

chance; in 1943, he became the first black man to impersonate 

Othello in the white Broadway production. By playing Jim and 

Othello against white actresses, Robeson received love of white 

women, which marked the turning point in the black theater 

history. Furthermore, he became a political activist in the 1950s 

struggling for the repeal of Jim Crow laws. Robeson's career 

embodies the rise of black race that started from the Harlem 

Renaissance to culminate in the 1960s; or, in other words, a transi-
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tion of 'Othello' to `American Othello' in the African-American 

history. 

 The autobiographical reading of the play gives us a clue for third 

Othello. It is apparent that All God's Chillun Got Wings is modeled 

after the playwright's own parents, James O'Neill and Ella. Though 

there was no racial discrepancy between these two, James suffered 

a strong sense of class inferiority against his well-bred wife, always 

reciting the lines which Othello justifies his marriage with Des-

demona. According to O'Neill's autobiographical masterpiece, 

Long Day's journey into Night (written 1941, staged 1956), James 

often boasted of his playing Othello against Edwin Booth in 1874; 

yet James fell from a talented classic actor into a cheap melo-

drama star blinded by greed. When melodrama lost popularity at 

the turn of the century, James was also forgotten from the public. 

And it was James' son, Eugene O'Neill, that opened the curtain for 

the age of American modern drama in the 1910s. The transition of 

American theater history from melodrama to realism is symbol-

ized by Eugene's figurative patricide. James, a son of Othello in 

America, was killed by his own son, Eugene. 

 Other interpretation is also possible.. All God's Chillun Got 

Wings is a biography of the author's father. The modern criticism 

since the 1970s has disclosed the discursive nature of a biography 

and reduced it as a `narrative,' not Truth. A life story told in a 

biography becomes a new life fabricated by way of one biographer. 

Thus it is possible to assume that Eugene O'Neill `killed' his father 

by getting a start on the American modern drama; but the son also 
`revived' his father through the act of writing the biographical play .


